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20240609 花の⽇・⼦ども⽇礼拝 詩編 104 編 24 節 

「たくさんくれて、ありがとう」 

 

ちょっと、⽣き物と宇宙のお話しをしたいと思います。2024 年 6 ⽉ 9 ⽇の⽇曜⽇、先⽣やみん

なは、こうやって⽣きてますね。私、実は⽣きていないんです、ゾンビなんですって⼈いますか？ 

いないですね。いなくて安⼼しました。じゃあ、今を⽣きているみんなの、お⺟さんやお⽗さんは

⽣きていますか？ この質問の答えは、⼀つじゃないと思います。お⺟さんやお⽗さんが⽣きてい

る⼈もいれば、もう天国に⾒送った⼈もいるかと思います。じゃあ、みんなのお祖⺟ちゃんや、お

祖⽗ちゃんは、⽣きていますか？ この質問も、答えは分かれると思います。ではでは、みんなの

曽祖⺟ちゃんや曽祖⽗ちゃんは、⽣きていますか？ 先⽣の、曽祖⺟ちゃん、曽祖⽗ちゃんはもう

天国に⾏ってしまいました。・・・ここからは、ちょっと⾶ばします。じゃあ、みんなの、ひいひ

いひいひいひいお祖⺟ちゃんやお祖⽗ちゃんは、⽣きていますか？ ここまで来ると、多分、みん

な天国だし、あと、正直全然知らないと思います。さらに⾶びまして、そうやって、先⽣やみんな

のずーっと昔のお祖⺟ちゃん、お祖⽗ちゃんを考えていると、どこかのタイミングで⼈間よりも前

の動物に⾏き着くと思います。いきなり、服を着て⾔葉を喋る⼈間が誕⽣するわけではないので。

んー、まぁ、この辺りの考え⽅は、ちょっと聖書の⾔っていることと違うんだけど、先⽣は、⼈間

はずっと昔に他の動物から進化して、⼈間になったんだと思います。まぁ、とにかく、⼈間になる

前の動物がいたとして、その動物にもお祖⺟ちゃん、お祖⽗ちゃんがいたはずなんだよね。⼈間に

なる前の動物のお祖⺟ちゃん、お祖⽗ちゃんを、これまた、ずーっと⼤昔まで追いかけて考えてみ

ると、どうなるでしょうか。全ての⽣き物は、海から⽣まれたと⾔われているらしいから、多分、

お⿂になるのかな。まだ、終わりません。じゃあ、先⽣やみんなの、ずーっと、ずーっと何億年も
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昔のご先祖さまが、お⿂だとして、そのお⿂の前は、何だったのでしょうか？ というか、陸の⽣

き物にしろ、海の⽣き物にしろ、すべての⽣き物がこの地球に⽣まれる前には、何があったのでし

ょうか？ どうやって、地球に⽣き物は⽣まれて、命は誕⽣したのでしょうか？ そもそも、そも

そも、命が⽣まれたこの地球は、どうやってできたのでしょうか？ そして、地球が浮かんでいる

宇宙は、どうやってできたのでしょうか？ さらに、もっと考えてみると、宇宙が⽣まれる前には、

何があったのでしょうか？ みんながテレビや漫画を⾒て当たり前のように知っている「宇宙」の

前には何があったと思いますか？ 今の、⼀番新しい研究では、「宇宙」が⽣まれる前には、何も

無かったと⾔われています。先⽣やみんなが⽣きていて、先⽣やみんなのご先祖様が⽣きてきた地

球、その地球が浮かんでいる「宇宙」は、ある⽇突然、何もないところに、いきなり出来上がった

って⾔うんですね。それって、すごく不思議だと思いませんか？ 何もないところに、ポッとボー

ルが現れる、そんな魔法みたいな出来事が、宇宙の始まりには起こったんです。はてさて、そんな

魔法みたいなことをしたのは、⼀体誰だったのでしょうか。・・・別に、創世記という古い聖書の

お話を知らなくても、今を⽣きる⾃分に⾏き着くまでに途切れることのなかった命の連鎖を遡って

いけば、いずれにしても、この世界は不思議なやり⽅で出来上がったことに変わりないんだな、と

気付くかと思います。ある意味、私たちは今もなお、神話の世界を⽣きているのかも知れません。

「その始まりを何も知らない」という点では、根拠のあやふやな創造物語を放⾔する神話の類と、

私たちが歩まされている歴史は⼤差ありません。何もない、真っ暗なところに、いきなり光が⽣ま

れて、そこから多くの物質や空間が⽣まれて、それがやがて星になり、太陽になり、地球になり、

たくさんの命につながり、その命のつながりの先に、2024 年 6 ⽉ 9 ⽇、こうやって花の⽇・⼦ど

もの⽇の礼拝を⼀緒にお捧げしている先⽣やみんながいるってことです。それって、本当に、不思

議だと思います。 
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聖書には、この宇宙と世界を作られた時の、神様の⾔葉が書かれています。創世記 1 章 31 節に

ある、神様の優しくて嬉しい⾔葉です。神様はこう⾔いました「ほら⾒てごらん、あれもこれも全

部、とっても素敵だよ！」って。先⽣は、神様のお話した、この⾔葉が⼤好きです。この世界や、

宇宙が、どんな⾵に出来上がったのか、先⽣にも全然わからないけど、でも、この造られた世界や

宇宙を⾒て、「とっても素敵だね、極めて良いね」と⾔ってくださった神様って、極めて良いよね。

世界を認めてくれる。そこに⽣きる全てのものを認めてくれる神様って優しくて素敵だと思いま

す。神様はね、ここにいるみんなのことも褒めてくれているんです。この世界は素晴らしいよ。そ

して、この世界を⽣きている、みんなもめちゃくちゃ素晴らしいよってね。 

この世界も、宇宙も、神様がお造りなった素晴らしいもので満ちています。その満ち溢れるくら

い、たくさんのもの、⼀つ⼀つに神様の知恵と御⼼が注がれています。確かにね、この世界には、

⾟いことも、悲しいこともあります。でも、忘れないで欲しいのは、この世界は、キレイで、幸せ

で、楽しくて、「捨てたもんじゃない」ってことです。だから、期待と希望を⾒失わず、この世界

を「めっちゃいいね」って⾔って⾒守ってくださる神様のことを⼼の⽚隅に置いておいて欲しいと

思います。そして、もしも、みんながめっちゃキレイなお花を⾒かけて、「おっ、これ、めっちゃ

キレイだな」と思うなら、そのお花よりもずっと素敵なみんなが、神様に愛されて、今⽇も⽣きて

いるんだよってことを、どうか思い出してください。世界と、そこに⽣きる私たちを愛してくださ

り、たくさんの良いものを創り、豊かに与えてくださる神様を信じて、今週も楽しく過ごしていき

ましょう。では、最後にお祈りを致します。お祈りのご準備をしてください。 
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神様。 

今⽇は、あなたに愛された⼦どもも⼤⼈も、⼀堂に集まることができました。ここに私たちを招

いてくださり、⼼から感謝致します。ここにも、あそこにも、あなたの配慮と祝福があることを知

って、いつも私たちが元気に、安⼼して歩んで⾏くことができますように、⽀え導いてください。

私たちの⽣きるこの世界が、まだまだ捨てたもんじゃないと信じて、私たちも、私たちにできる良

い働きを続けていくことができますように。 

このお祈りを⼤切なイエス様のお名前を通して、あなたの御前にお捧げ致します。 


